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■破頭庭【はとうて可

本堂前庭に位置する。半分手前を自川砂で半分向いを桂石で

区切り苔を配し観音・勢至の二石でまとめられた簡素な庭で天

正年間に作庭され0ヽる。

■庫裡К明憧要文化財)

切妻造板葺で、火番寮・典座寮・納所寮・知客寮・旦過

寮とそれぞれの寮舎になっており、禅宗寺院の生活様

式をそのまま現代によく伝えている。小早川隆景の寄進

によって天正十七年四月に完成。日本に現存する禅

宗寺院の庫裡として最古のものである。庫裡は火を扱

う所であり、火災をおこしやすいため古式の庫裡は残存

しにくい。故に現存している遺構として貴重である。昭

和六十年十二月解体修理が施された。

■直中庭【じきちめて可

利休六十六歳の時に作られたも

のである。秀吉公の希望による軍

旗瓢箪をかたどった池を手前にし、

大徳寺二世徹翁和尚が比叡山よ

り持ち帰ったと伝える不動三尊石

を正面に、加藤清正伝承の朝鮮

灯篭を左に配した苔一面の池泉

式枯山水庭園である。

■
王
不
普
美
重
要
文
化
財
）

禅
宗
特
有
の
様
式
が
よ
く
表
さ
れ
た
本
瓦
葺

入
母
屋
造
で
あ
る
。
内
部
は
室
中
と
仏
間
を

中
心
に
檀
那
の
間
・衣
鉢
の
間
・礼
の
間
・大
書

院
の
間
に
別
れ
て
い
る
。
天
正
十
四
年
五
月
に

秀
吉
公
の
援
助
に
よ
り
落
慶
し
て
い
る
。
昭
和

五
十
二
年
、
四
百
年
ぶ
り
の
全
面
解
体
工
事

が
な
さ
れ
た
。

一■
自
鶴
ロ
ア
ら
も
ι

（重
要
文
化
財
）

建
立
は
本
堂
と
同
じ
年
に
完
成
さ
れ
て
い
る
。

■
表
門

天
正
十
七
年
完
工
さ
れ
、
庫
裡
の
造
営
と
同

じ
く
小
早
川
隆
景
に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
て
い

る
。
な
だ
ら
か
な
兜
型
の
間
で
あ
る
。
平
成

十
七
年
、修
理
を
施
さ
れ
た
。

■
鐘
楼
【ま
２
２

鐘
は

一
五
九
二
年
、加
藤
清
正
に
よ
っ
て
寄
進

さ
れ
た
も
の
で
朝
鮮
伝
来
の
も
の
と
伝
う
。
現

存
の
鐘
楼
は
益
田
玄
播
守
に
よ
っ
て
建
立
さ

れ
た
。
獅
子
頭
の
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
。
平

成
十
七
年
、修
理
を
施
さ
れ
た
。

■
書
院
自
体
軒

大
徳
寺
開
山
大
燈
国
師
の
遺
墨

「自
体
」
を

一局
額
に
懸
け
て
軒
名
と
し
た
。
千
利
体
の
茶

道
の
師
で
あ
る
武
野
紹
鴎
作
の
昨
夢
軒
と

い
う
茶
室
が
あ
る
。
平
成
二
十
二
年
、
修
理

を
施
さ
れ
た
。
昨
夢
軒
の
席
は
貴
人
床
に
な

っ
て
い
て
、
書
院
自
体
軒
の
中
に
組
み
込
ま

れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
囲
え
込
み
式
と
言

わ
れ
て
い
る
。

■
襖
絵

桃
山
時
代
の
も
の
で
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
が
、
現
在
の
襖
絵
は
複
製
と
な
っ
て

い
る
。
本
堂
の
中
に
は
雲
谷
等
顔
の
水
墨
壁

画

が

収

め

ら

れ

て

い
る
。

室

中

に

は

竹
林
七
賢
図

・
檀
那
の
間
に
西
湖
図

・
礼
の

間
に
芦
雁
図
等
四
十
四
面
と
な
っ
て
い
る
。

■
作
仏
庭
【息
つてじ

本
堂
北
裏
側
に
位
置
し
北
東
に
枯
山
水
の
滝

を
表
す
立
石
を
配
し
、南
へ
の
流
れ
の
中
に
小

船
を
浮
か
べ
、
本
堂
前
の
破
頭
庭
へ
と
連
な
っ

た
作
り
で
あ
る
ギ
一々
流
転
を
表
し
た
も
の
か
。


